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日本-「タウトの日記」Ⅱ
篠田英雄訳

-抜粋-

*** タウトと上多賀 ***
1935（昭和10）～ 1936（昭和11年）
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ブルーノタウトは上多賀での喘息養生中に、

「日本の家屋と生活」
二章～六章までを書き上げ、七章を書き始めました。
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1年6ヶ月

1935・昭和10年 1936・昭和11年

ブルーノタウト 日向邸エリカ夫人

1933
昭和8年来日

著作喘息養生
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タウトは熱海から多賀にかけて相模湾
（多賀湾）をリビエラ、アマルフィー
と賛美して呼び楽しんでいました。

両都市はイタリア半島の西海岸で、オリビア海
に面した
傾斜地に造られた
建物と海の景色が
調和した美しい街
道です。
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日本-「タウトの日記」
篠田英雄訳

*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）7月21日

上多賀風景
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多賀村に隣接する網代（あじろ）は漁業で有名な地。
7月には阿治古神社例大祭が行われ賑わいます。
山車や鹿島踊りなど太鼓の音にあわせて盛り上がります。

阿治古神社例大祭 伝統芸の「鹿島踊り」
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）7月25日

「日本の家屋と生活」

第二章・新生活 を書き上げました
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）7月26日
漁師生活のイメージ
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日向が移築
した建物

現在・
多賀蕎麦

昔の邸宅
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網代の夜景と漁火
（イメージ）

蚊帳の中に寝そべって

いるのは

えも言えず快適だ。・・・
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景勝の地を占めている寺院があった・・・

景徳院（曹洞宗）
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私は京都で買った太い横縞の浴

衣をしょっちゅう着ている。

・・・・・

東京趣味のを誇る人達は、

女柄だといって冷やかし

ている。



昭和初期上棟式
（イメージ）
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）7月27日
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月1日
「やすこ」さん

少林山から手伝いに来
てもらった「やすこ」
さんは、親切でよく気
のつく娘さん
だ。・・・

少林山の仲間たち
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月4日
日本の家屋と生活
第三章・夏を脱稿

第四章「太陽と炭火」を始める

タウトは滞在日中、建築設計に
恵まれなかった。
そんなことから「建築家の休日」
と自嘲し、工芸品、本の執筆に
いそしんでていた。



17

日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月7日

現在の多賀蕎麦

欅の柱と梁が見事である

●建築 構造を意味する漢字

建-- 垂直に立てること 柱
築-- 水平に築くこと 梁 意匠的というより構造的

●棟梁 大工を束ねる大工

棟-- 棟木（むなぎ）
梁-- 梁 「大工」という字より具象的

＊「漢字」よりその意味を探る＊
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月7日

＊いま多賀の大工に頼んで椅子と重いテーブルを
松材で作らせている。・・・

＊日向は私達が多賀を引き上げる際は
譲ってほしいといっている・・・
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当時の熱海 七夕まつりのイメージ
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月10日

日本の家屋と生活
第五章・農民と漁民

を脱稿

第五章で紹介されている「合掌造り」の部分
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月16日

日本のリビエラ
イタリアのリビエラ

熱海・現135号線



タウトの描いたリビエラ

『アルプス建築』はタウトの『ユートピア三部作』のひ
とつ。アルプス山脈にガラスの都市を築くというもの。
詩人パウル・シェーアバルト（1863−1915年）の文学作品
の詩的イメージが多彩に表現されている。ここにタウト
がイメージした「リビエラ」が描かれている。
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月17日

平均して静かな相模湾の中でも
ここ多賀の湾はなお一層静かで
こころ穏やかな場所である。
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月25日

1883～1944 11代大丸呉服店主。
早稲田大学商科入学。
タウトは来日に際し京都の下村
邸の客となった。

タウトの桂離宮訪問も同行して
いる。

下村正太郎

エリカ

下村 上野

タウト
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当時の初島を眺める 初島の海岸・魚漁

初島

発動機船で渡ろうと
したが、強風であき
らめる。
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月28日 まるで自然の水族館だ・・・
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）8月29日

日本の家屋と生活
第7章市民（庶民）
を書き上げた

第12章・最終章は
「永遠なるもの」
桂離宮となりました

上多賀で執筆された章
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）9月2日
「星の輝ける大空は我が上に、道徳的規範は我が内に！」

カントの言葉

今日はとりわけ海の景色が美しい・・・
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）9月3日
自由学園は女性の教育の為に羽仁吉一、とも子夫妻
により造られた。設計はF.L.ライトによる。
重要文化財の「動態保存」（活用しながらの保存）
で注目されている。

今和次郎
早稲田大学建築学科で長
く教壇に立つ。民家、服
装研究など「考現学」を
提唱。建築学、住居生活
や意匠研究などでも活躍
した。

自由学園自在館
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）9月7日

相模湾は上質な天草の名産地

隣まちの伊東へ舟行した・・・
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1935（昭和10）9月9日

多賀湾の風景
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1936（昭和11）4月2日

再び上多賀へ

＊エリカの天才的な思い
つきで、また上多賀にく
ることとなった。・・・

タウトは喘息がひどく
エリカの勧めで

海気療法に訪れた
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1936（昭和11）4月8日
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日本-「タウトの日記」
*** タウトと上多賀 ***

1936（昭和11）4月25日
明日はまた荷物をまとめ東京へ発つ・・・

水原徳言：タウト唯一の弟子
常にタウトに寄り添い支援した

豪雨と烈風の中で、家がガタガタ揺れている



35

ご清聴ありがとうございました
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No.17 END


